
 

 

 

 

県道長井古座線 八郎山トンネルの施工不良とその対応について（第10報（最終）） 

 

令和４年１２月に判明した県道長井古座線「八郎山トンネル」の施工不良につ

いて、技術検討委員会で示された対策工法に基づき、令和５年１２月から請負者

の費用負担において修補工事を実施してきました。 

令和８年１月に覆工コンクリートの再施工が完了し、同年３月に開催した技術

検討委員会において、地山が安定していることや覆工コンクリートに厚さ不足や

空洞が認められないことを確認し、構造の安定性や利用者の安全性が確保された

健全なトンネルが再構築されていると判断されました。 

その後、令和８年４月２１日に県においても出来形や品質等が適正か改めて確

認しました。 

引き続き、トンネル前後の道路工事を進め、令和８年秋頃の供用を目指してい

きます。 
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○断面図 
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県土整備部 道路局 道路建設課 施設市町村道班 

担 当：森本、熊代 

電 話：073-441-3094 

インバートコンクリート

覆⼯コンクリート

5500

2750 2750

500 50
8000

5
5
2
8

⽀保⼯

舗装

750 750

覆⼯コンクリート



○工事概要 

・工事箇所 和歌山県東牟婁郡那智勝浦町中里外地内 

・延長幅員 L=711m，W=6.5m(5.5m) 

・契約金額 ￥2,038,457,300－ 

・工  期 令和２年９月３０日 ～ 令和４年９月１９日 

・請 負 者 淺川・堀特定建設工事共同企業体 

       株式会社淺川組 和歌山県和歌山市小松原通3-69 

       株式会社堀組  和歌山県田辺市南新万1-2-106 

 

○経過 

・R4. 9 八郎山トンネル完成検査、引き渡し 

・R4.12 施工不良判明（覆工コンクリートに空洞の存在が判明） 

・R4.12～R5. 7 請負者による現地調査及び県による聞き取り調査実施 

・R5. 7 株式会社淺川組・株式会社堀組 和歌山県建設工事等入札参加停止(6か月) 

・R5. 8.16 履行の追完を指示 

・R5. 9 第１回技術検討委員会を開催（現地調査、現地調査結果・追加調査の確認） 

・R5.11 第２回技術検討委員会を開催（追加調査結果及び今後の修補方針の確認） 

・R5.12 覆工コンクリートの取壊しを開始 

・R5.12 第３回技術検討委員会を開催（修補方針の決定、再発防止策の検討） 

・R6. 3 第４回技術検討委員会を開催（現地調査、調査報告書の検討） 

・R6. 5 第５回技術検討委員会を開催（調査報告書のとりまとめ） 

・R6. 6 技術検討委員会調査報告書を公表 

・R6. 7 株式会社淺川組・株式会社堀組 建設業法第２８条第３項の規定に基づく

営業停止(40日間) 

・R7. 5 第６回技術検討委員会を開催（現地調査、インバートコンクリート修補方

針の決定、完了見込みの延期） 

・R8. 1 覆工コンクリートの再施工が完了 

・R8. 3 第７回技術検討委員会を開催（履行状況の確認、健全なトンネルが再構築

されていると判断） 

・R8. 4.21 修補工事完了 
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